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2件

▲55.8% ▲58%

項目 新卒採用人数

2件

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 新製品、新事業の開発件数

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

新卒採用人数
2022～2024年度：3人超(累計)

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2022年度：▲52.4%
2023年度：▲60.4%
2024年度：▲55.8%

新製品（教育用実習機）を1件開発、新規事業（装置メンテ
ナンス事業）を1件立上、計2件の開発のため達成。

項目 ＣＯ2排出量の削減率（2013年度比）

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

県内の新卒者の積極採用 現状（2024年） 更新時（3年後）

2023年度：1件
2024年度：1件

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

3人(2022～2024年)

前期の指標に対する実績

年に1人以上
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

ＣＯ2排出量
2021年度：▲42.4%（2013年度比）
2024年度：▲45%（2013年度比）

前期の指標に対する実績

温室効果ガスの排出削減

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

空調利用方法の変更等の電気使用量削減活動および、
WEB会議導入によるガソリン使用量削減により達成。
※削減率の算出方法を変更（より正確な算出のため）

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a インターンシップ受入校数の拡大や、職業講話の実施、採
用活動の強化等により、新卒者は2022～2024年度で
毎年1人ずつ採用し、達成している。

2022年度：１人
2023年度：1人
2024年度：1人

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・三井住友海上経営ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ：SDGｓ取組みについての教育及び支援等を受けている。
・半導体関係を主に、自動車や医療関係の企業とも連携し、生産性の向上を図っている。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

顧客が求める真のニーズを深掘りし、提案型営業を促進し
て、自社製品及び自社ブランドの開発を行い、顧客の信頼
や満足を得る。

自社製品・ブランド開発件数
2022～2024年度：2件超(累計)

県内の新卒者の積極採用

経済

環境

事業者名 株式会社アラオ

私たちは、全てのステークホルダーにとって魅力的で信頼される存在であり続けることを目指し、従業員
一人一人の尊厳を尊重し、その夢の実現を支援します。また、「変化の時代」において多様な知見を結集
し、生産者が直面する様々な課題に対して、連携と対話を通じて解決策を模索し、相互の満足度と利益の
向上を図る事業を推進します。これらの取り組みにより、持続可能な産業化の促進とイノベーションの推
進に貢献し、生産的で働きがいのある雇用の創出を実現する企業を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

顧客が求める真のニーズを深掘りし、提案型営業
を促進して、自社製品及び自社ブランドの開発、
新事業を行い、顧客の信頼や満足を得る。

温室効果ガスの排出削減


